
【 案内図 】

申請地　（地名地番）

　　　　（住居表示）

【 求積図 】

東京都板橋区大山金井町10番 2の一部

東京都板橋区大山金井町10番(以下未定)

住宅省エネルギー性能証明書(竣工時)

高度地区

防火地域

その他地域

用途地域

建蔽率/容積率

準防火地域

最低敷地面積60㎡

主要用途

工事種別

構　　造

備　　考

新築

一戸建ての住宅

木造３階建て

商業地域

35m第 3種高度地区最高高さ制限45m

防火地域

準工業地域

日影規制値 5H-3H(4m)

第 2種特別工業地区

宅地造成等工事規制区域

宅地造成等工事規制区域

80(100)/500(261.6) 60(80)/300(261.6) 敷 地 面 積

建 築 面 積

ト ー タ ル 面 積 表

1階床 面 積

      (㎡)

住戸部分

A1

A2

床 面 積 表<2階>

形 状 計 算 式 面  積

計(㎡)

合計

A1 矩形 4.320×7.680 33.177600

A2 矩形 3.360×0.960 3.225600

36.40    

2階  床 面 積 求 積 図  S:1/200

A1

床 面 積 表<3階>

形 状 計 算 式 面  積

計(㎡)

合計

A1 矩形 4.320×7.680 33.177600

33.17    

3階  床 面 積 求 積 図  S:1/200

A1

A2

建 築 面 積 表

形 状 計 算 式 面  積

計(㎡)

合計

A1 矩形 4.320×7.680 33.177600

A2 矩形 3.360×0.960 3.225600

36.40    

建 築 面 積 求 積 図 S:1/200

住戸 19.35

52.27

36.40

（19.35）

A1

A2

A3

A4

床 面 積 表<1階>

形 状 計 算 式 面  積

計(㎡)

合計

A1 矩形 4.320×3.840 16.588800

A2 矩形 1.440×1.920 2.764800

A3 矩形 2.880×3.840 11.059200

A4 矩形 3.360×0.960 3.225600

33.63    

車庫

1階  床 面 積 求 積 図  S:1/200

14.28

車庫

延 床 面 積

建　蔽　率

容　積　率

容 対 面 積

住戸部分の面積

2階

3階

36.40

33.17

(36.40/52.27)×100 69.64%

33.63

103.20

（14.28）

 88.92

 (88.92/52.27)×100 170.12%

 88.92

車庫  14.28  ＜  緩和 103.20/5＝20.64  ∴容積対象外

建蔽率按分　(42.73*1.0+9.54*0.8)÷52.27*100＝96.34％

＜ 261.60%

＜  96.34%
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【 面積表 】【 面積表 】【 計画概要 】

作成年月日

更新日

工事名

図面名 縮尺

基準法中間検査有

一級建築士 国土交通大臣登録 第308574号 島田 弘一
株式会社 プラス建築設計 一級建築士事務所

ｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰ 板橋区大山金井町 新築工事 2025.04.03

-計画概要･面積表･案内図･求積図 -
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最終桝

下水道本管

延焼のおそれのある部分（１階）：

* 下水道法10条1項・水道法16条・ガス事業法162条に適合

* 桝の位置は現場優先とする

* 敷地の境界は、完了検査時までに石･鋲等で明示する

*　　　　　・・・設計GLからの高さを示す±0

* 新設土留CBは安全上支障のないH=600以下とする

H=600を超えるものはRC又は型枠CPとする

* 雨水合流式

* 敷地内のCB塀は施行令第62条の8に適合
(H=1200を超えるCB塀は控え壁を設ける又はH1200以下にｶｯﾄする)

* 盛土規制法の規制対象となる切土・盛土は無し

散水栓

主
要
な
出
入
口

9
0
0
以

上
敷

地
内

通
路

延焼のおそれのある部分（２・３階）：すべて

延焼線延焼線

3
m
延
焼
線

* 道路斜線は距離十分のため適合

3m延焼線

（隣地：共同住宅）

（隣地：共同住宅駐輪場）

±0
±0

±0

-50

-50

-50

-50

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

△3Fﾊﾞﾙｺﾆｰを示す

最高の高さ（H=9970）
最高軒高（H=8690）

2.5

△
最
高
の

高
さ

設計GL±0＝平均GL±0

設計GL　±0

申請建物

L型

L型

既存CB4段+ﾌｪﾝｽ(隣地側)

既存CB4段+ﾌｪﾝｽ(隣地側)

作成年月日

更新日

工事名

図面名 縮尺

基準法中間検査有

一級建築士 国土交通大臣登録 第308574号 島田 弘一
株式会社 プラス建築設計 一級建築士事務所

ｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰ 板橋区大山金井町 新築工事

配置図 1/100

2025.04.03
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(耐火被覆材)
600*450
床下点検口

手摺

散
水

栓

Ｗ
Ｍ

※ 階段には手摺を設置する(出幅10cm以下)

※ 各室建具のアンダーカット(10ｍｍ)を換気経路とする

※ 小屋裏･天井裏･床下･間仕切･外壁にはF☆☆☆☆以上を使用する

※ 屋内の天井･壁･床･建具･接着剤等にはF☆☆☆☆以上を使用する

※ 24H換気給気口・換気扇設置位置はH=1,600以上とする

※ 要所に天井点検口を設置

AC吹出口より150cm以上離す

壁面(天井付の場合)・引掛ｼｰﾘﾝｸﾞより60cm以上離す

サッシ記号

サイズ

2000 内法高(基準FLﾖﾘ)

ｶﾞﾗｽ種類透明網入

06909

FIX窓 種類 ※特記なき場合は引違い窓

換気扇 φ150（FD付）

換気扇 φ100（SVC付）

給湯器　告示1447号による

24ｈ常時運転換気扇 φ100（SVC付）

24ｈ常時開放給気口 φ100（SVC付）

キッチン用給気口 φ100（SVC付）

Ｓ

給湯器

開き窓ﾃﾗｽEB-1191-5他/採風勝手口ﾄﾞｱFS EB-2743-1

ｶﾞｾﾞﾘｱN EB-2217/玄関ﾄﾞｱEB-1988-2他（LIXILｼﾞｴｽﾀ2防火戸）

採光に有効な開口部

換気に有効な開口部

排煙に有効な開口部

防火

採

換

排

凡 　 例

管柱　105角
(構造図による)
通柱・隅柱　105角

防火設備 LIXIL 防火戸FG-H

単体引違い窓マド EB-2718-1、2978、2719-1他

縦すべり出し窓EB-1555-2、1284-3他

FIX窓(外押縁)EB-1490-2他/FIX窓(内押縁)EB-1492-2他

SH付引違い窓(手動)EB-1917-5/SH付引違い窓(電動)EB-1859-5 

横すべり出し窓EB-1525-3他/高所用横すべり出し窓EB-1874-2他

上げ下げ窓FS EB-1967-1/面格子付上げ下げ窓FS EB-1966-1

Ｈ 住宅用火災警報器　熱感知式 検定品･電池式

住宅用火災警報器　煙感知式 検定品･電池式

階段の検討(木造)

手摺を設ける(出幅100以下)

（１階～２階）有効幅：771(750以上)

踏面：150以上
（２階～３階）

蹴上：216.53（13段）

蹴上：219.53（13段）

Ｓ

Ｓ
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▽固定棚
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▽固定棚
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トイレ
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BR1 5.12J
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基礎断熱範囲

換気計算

採光計算

排煙計算 BR1

BR1

BR1

-

玄関ドア

単体

開き戸

防火

横すべり出し
03603

型板網入
1600

防火

ｼｬｯﾀｰ付

16011

2000

防火

排

換

03618
2000

型板網入

縦ｽﾍﾞﾘ+FIX
防火 採

有効窓面積：

有効窓面積：

必要排気面積：

必要面積：

窓面積：

必要面積：

有効窓高さ：

有効面積：

採光補正係数：道路に面する窓･距離十分 ∴3.0

0.64×2.1 ＝1.34 ＞ Ａ

0.36×1.8　＝0.64

3.0*車庫奥減算0.7＝2.1

0.8-(2.3-2.0)＝0.5

1.6×1/2×0.5 ＝0.40 ＞ Ａ

1.6×1/2×1.1 ＝0.88 ＞ Ａ

8.2944×1/50　＝0.17　・・・Ａ

8.2944×1/20　＝0.42　・・・Ａ

8.2944×1/7　＝1.19　・・・Ａ

型板
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車庫

（14.28㎡）

1Fﾄｲﾚ ﾆｯﾁ 姿図

※必要に応じ配線・配管等の設備ｽﾍﾟｰｽを設ける場合がございます。設備ｽﾍﾟｰｽを設ける場合、天井高・壁厚などが変更になる場合がございます。

作成年月日

更新日

工事名

図面名 縮尺

基準法中間検査有

一級建築士 国土交通大臣登録 第308574号 島田 弘一
株式会社 プラス建築設計 一級建築士事務所

ｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰ 板橋区大山金井町 新築工事

-1/50１階 平面詳細図

2025.04.14
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火気使用室

コンロ廻り仕様

火気使用室の換気設備（ｼﾛｯｺﾌｧﾝ）

手摺

吊
戸

L
=
2
5
5
0

食
洗

機

壁：

(LDK、LDKから続く階段・ﾎｰﾙ・PH等）

天井：

壁：

ダクト： スパイラルダクト(ロックウール50mm巻)

亜鉛鉄板等 条例による処置換気ﾌｰﾄﾞ：

V：有効換気量　30KQ

 =30×0.93×10

K：都市ガス理論廃ガス量　0.93（ｍ3/KWh)　

Q：燃焼器具の燃料消費量　10（kw）

A：ファン風量　480（ｍ3/ｈ）

 =279（ｍ3/h）　　　＜A

キッチンパネル3mm（不燃材 NM-1699）

※ 階段には手摺を設置する(出幅10cm以下)

※ 各室建具のアンダーカット(10ｍｍ)を換気経路とする

※ 小屋裏･天井裏･床下･間仕切･外壁にはF☆☆☆☆以上を使用する

※ 屋内の天井･壁･床･建具･接着剤等にはF☆☆☆☆以上を使用する

※ 24H換気給気口・換気扇設置位置はH=1,600以上とする

※ 要所に天井点検口を設置

AC吹出口より150cm以上離す

壁面(天井付の場合)・引掛ｼｰﾘﾝｸﾞより60cm以上離す

サッシ記号

サイズ

2000 内法高(基準FLﾖﾘ)

ｶﾞﾗｽ種類透明網入

06909

FIX窓 種類 ※特記なき場合は引違い窓

換気扇 φ150（FD付）

換気扇 φ100（SVC付）

給湯器　告示1447号による

24ｈ常時運転換気扇 φ100（SVC付）

24ｈ常時開放給気口 φ100（SVC付）

キッチン用給気口 φ100（SVC付）

Ｓ

給湯器

開き窓ﾃﾗｽEB-1191-5他/採風勝手口ﾄﾞｱFS EB-2743-1

ｶﾞｾﾞﾘｱN EB-2217/玄関ﾄﾞｱEB-1988-2他（LIXILｼﾞｴｽﾀ2防火戸）

採光に有効な開口部

換気に有効な開口部

排煙に有効な開口部

防火

採

換

排

凡 　 例

管柱　105角
(構造図による)
通柱・隅柱　105角

防火設備 LIXIL 防火戸FG-H

単体引違い窓マド EB-2718-1、2978、2719-1他

縦すべり出し窓EB-1555-2、1284-3他

FIX窓(外押縁)EB-1490-2他/FIX窓(内押縁)EB-1492-2他

SH付引違い窓(手動)EB-1917-5/SH付引違い窓(電動)EB-1859-5 

横すべり出し窓EB-1525-3他/高所用横すべり出し窓EB-1874-2他

上げ下げ窓FS EB-1967-1/面格子付上げ下げ窓FS EB-1966-1

Ｈ 住宅用火災警報器　熱感知式 検定品･電池式

住宅用火災警報器　煙感知式 検定品･電池式

階段の検討(木造)

手摺を設ける(出幅100以下)

（１階～２階）有効幅：771(750以上)

踏面：150以上
（２階～３階）

蹴上：216.53（13段）

蹴上：219.53（13段）
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強化PB21.0mm ビニルクロス貼（準不燃 QM-9446)

強化PB21.0mm （不燃）の上

又は強化PB21.0mm の上不燃材3mm以上(ﾀｲﾙ又はﾓﾙﾀﾙ)

強化PB21.0mm ビニルクロス貼（準不燃 QM-9446)

※鋼製0.5mm以上又は亜鉛0.6mm以上とする

※調理機器(ｺﾝﾛ)とｸﾞﾘｽﾌｨﾙﾀｰ(ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ)との

離隔距離を800mm以上1000mm以下とする

PS

ｱ
ｸ
ｾ
ﾝ
ﾄ
ｸ
ﾛ
ｽ

UP

Ｗ

DN
13

Ｒ

W900+収納300UB1616

（2.99520㎡）

階段

（26.03520㎡）

ＬＤＫ 16.21J

洗面室

床暖房2424*2727

床暖房1818*1818

電気式床暖房 計9.915372㎡

4,330
採光D

換気計算

採光計算

LDK

LDK

排煙計算 LDK

横すべり出し
高所用

防火

型板網入
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落
下
防
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手
摺

排

防火

換

2200

16011

透明網入

排

防火

換

2200

採

16015

有効窓面積：

有効窓面積：

必要排気面積：

必要面積：

窓面積：

採光補正係数：

必要面積：

有効窓高さ：

26.0352×1/50　＝0.53　・・・Ａ

0.8-(2.4-2.2)＝0.6

1.6×1/2×0.6×2箇所  ＝0.96 ＞ Ａ

1.6×1/2×1.1+1.6×1/2×1.5 ＝2.08 ＞ Ａ

26.0352×1/20　＝1.31　・・・Ａ

26.0352×1/7　＝3.72　・・・Ａ

1.6×1.5　＝2.40

有効面積：

4330/5202*10-1＝7.32　∴3.0

2.40×3.0 ＝7.20 ＞ Ａ
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※必要に応じ配線・配管等の設備ｽﾍﾟｰｽを設ける場合がございます。設備ｽﾍﾟｰｽを設ける場合、天井高・壁厚などが変更になる場合がございます。

作成年月日

更新日

工事名

図面名 縮尺

基準法中間検査有

一級建築士 国土交通大臣登録 第308574号 島田 弘一
株式会社 プラス建築設計 一級建築士事務所

ｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰ 板橋区大山金井町 新築工事

1/50２階 平面詳細図 -

2025.04.14
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真北
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東西
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物
干

金
物

手摺

物
干

金
物

※ 階段には手摺を設置する(出幅10cm以下)

※ 各室建具のアンダーカット(10ｍｍ)を換気経路とする

※ 小屋裏･天井裏･床下･間仕切･外壁にはF☆☆☆☆以上を使用する

※ 屋内の天井･壁･床･建具･接着剤等にはF☆☆☆☆以上を使用する

※ 24H換気給気口・換気扇設置位置はH=1,600以上とする

※ 要所に天井点検口を設置

AC吹出口より150cm以上離す

壁面(天井付の場合)・引掛ｼｰﾘﾝｸﾞより60cm以上離す

サッシ記号

サイズ

2000 内法高(基準FLﾖﾘ)

ｶﾞﾗｽ種類透明網入

06909

FIX窓 種類 ※特記なき場合は引違い窓

換気扇 φ150（FD付）

換気扇 φ100（SVC付）

給湯器　告示1447号による

24ｈ常時運転換気扇 φ100（SVC付）

24ｈ常時開放給気口 φ100（SVC付）

キッチン用給気口 φ100（SVC付）

Ｓ

給湯器

開き窓ﾃﾗｽEB-1191-5他/採風勝手口ﾄﾞｱFS EB-2743-1

ｶﾞｾﾞﾘｱN EB-2217/玄関ﾄﾞｱEB-1988-2他（LIXILｼﾞｴｽﾀ2防火戸）

採光に有効な開口部

換気に有効な開口部

排煙に有効な開口部

防火

採

換

排

凡 　 例

管柱　105角
(構造図による)
通柱・隅柱　105角

防火設備 LIXIL 防火戸FG-H

単体引違い窓マド EB-2718-1、2978、2719-1他

縦すべり出し窓EB-1555-2、1284-3他

FIX窓(外押縁)EB-1490-2他/FIX窓(内押縁)EB-1492-2他

SH付引違い窓(手動)EB-1917-5/SH付引違い窓(電動)EB-1859-5 

横すべり出し窓EB-1525-3他/高所用横すべり出し窓EB-1874-2他

上げ下げ窓FS EB-1967-1/面格子付上げ下げ窓FS EB-1966-1

Ｈ 住宅用火災警報器　熱感知式 検定品･電池式

住宅用火災警報器　煙感知式 検定品･電池式

階段の検討(木造)

手摺を設ける(出幅100以下)

（１階～２階）有効幅：771(750以上)

踏面：150以上
（２階～３階）

蹴上：216.53（13段）

蹴上：219.53（13段）

Ｓ

Ｓ

天井付
換気扇φ100
24ｈ常時運転

AC
想
定
位
置

H
=
1
6
0
0

常
時

開
放

給
気

口

AC想定位置

Ｓ

H=1600
常時開放給気口

枕棚+ﾊﾟｲﾌﾟ

枕棚+ﾊﾟｲﾌﾟ

※
先
行
配
管

天井:ｸﾛｽ貼分

天井:ｸﾛｽ貼分

上
部

吊
戸

DN 13

CL

ﾙｰﾌﾊﾞﾙｺﾆｰ

BR2 7.68J

（12.44160㎡）

トイレ

ホール
（4.60800㎡）

BR3 7.11J
（11.52000㎡）

CL

代替進入口
有効W750*H1300
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排煙計算 BR2

換気計算

採光計算

BR2

BR2

平均天井高　BR2

排煙計算 BR3

換気計算

採光計算

平均天井高

BR3

BR3

　BR3

CH=2250

代替進入口
有効W750*H1800

透明網入

防火

2200

排

防火

換

2200

16011

ﾊ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾙ

横すべり出し
高所用

防火

16005
1800

型板網入

採

型板網入

縦すべり出し

2000

防火

03609

落
下

防
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摺
/木

製
･破

壊
可
能

16513
排

必要面積：

有効窓高さ：

12.4416×1/50　＝0.25　・・・Ａ

有効窓面積：

0.8-(2.764-2.2)＝0.236
0.8-(2.764-2.1)＝0.136

有効面積：

有効窓面積：

必要排気面積：

必要面積：

窓面積：

採光補正係数：

室容積：

室床面積：

12.4416×1/20　＝0.63　・・・Ａ

12.4416×1/7　＝1.78　・・・Ａ

1.65×1/2×1.8 ＝1.48 ＞ Ａ

1.65×1.8　＝2.97

2.97×1.0 ＝2.97 ＞ Ａ

道路に面する窓 ∴1.0

(2.25H+3.28H)×1/2×4.32×2.88

4.32×2.88 ＝12.4416

＝34.4010

34.4010／12.4416　＝　2.764998...　　∴2.764ｍ

1.65×1/2×0.136 +1.65×1/2×0.236
＝0.30 ＞ Ａ

必要面積：

有効窓高さ：

11.52×1/50　＝0.24　・・・Ａ

有効面積：

有効窓面積：

必要排気面積：

必要面積：

窓面積：

採光補正係数：

室容積：

室床面積：

11.52×1/20　＝0.58　・・・Ａ

11.52×1/7　＝1.65　・・・Ａ

1.6×1/2×1.1 ＝0.88 ＞ Ａ

1.6×0.5　＝0.8
335/1032*10-1＝2.24

0.8×2.24 ＝1.79 ＞ Ａ

(2.25H+3.04H)×1/2×3.36×3.12
+(2.73H+3.04H)×1/2×1.44×0.72

3.36×3.12 +1.44×0.72 ＝11.52

＝30.71

30.71／11.52　＝　2.665798...　　∴2.665ｍ

0.8-(2.665-2.2)＝0.335

有効窓面積： 1.6×1/2×0.335 ＝0.26 ＞Ａ

16518

透明網入

内法高さは
現場優先とする

排
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≒2100
換

採
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※必要に応じ配線・配管等の設備ｽﾍﾟｰｽを設ける場合がございます。設備ｽﾍﾟｰｽを設ける場合、天井高・壁厚などが変更になる場合がございます。

作成年月日

更新日

工事名

図面名 縮尺

基準法中間検査有

一級建築士 国土交通大臣登録 第308574号 島田 弘一
株式会社 プラス建築設計 一級建築士事務所

ｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰ 板橋区大山金井町 新築工事

1/50３階 平面詳細図 -

2025.04.14



▽1FL

C
H
=
2
,
3
0
0

▽設計GL 5
0
32
0

▽1SL ▽1FL7
8

1
0
5

▽設計GL

横
架
材
間
距
離

▽2FL

C
H
=
2
,
4
0
0

▽3FL

4
5
4

▽2FL

1
0
5

横
架

材
間

距
離

1
0
5

▽3FL7
8

▽3SL

横
架

材
間
距
離

C
H
=
2
,
2
5
0
～

▽軒高▽軒高

1
0
5

▽2SL 7
9

2
,
8
1
5

2
,
8
5
4

2
,
5
1
8

5
1
5

8
,
6
9
0

2
6
8

8
,
6
9
0

2
,
5
9
6

2
,
8
5
5

2
,
9
1
9

3
0
0

2
,
4
9
1

2
,
7
5
0

2
,
7
0
9

▽最高高さ

9
,
9
7
0

※軒高より上部は小屋組みとする
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※屋内側の防火被覆は小屋裏天井面まで達するものとする

南 側  立 面 図西 側  立面 図
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東 側  立面 図 北 側  立 面 図
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※ 屋根断熱(屋根・ﾙｰﾌﾊﾞﾙｺﾆｰ共)

通気用に下記（同等品）を設置

軒・バルコニー裏：

屋根：

外壁：

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床：

外部仕上

採
光
H

1
,
0
3
2

5
,
2
0
2

採
光

H

通気層を設け 屋根面へ施工

軒先板金：ﾄｰｺｰ/ｴｱｰﾌﾚｯｼｭ（不燃材）

金属屋根換気棟：ﾄｰｺｰ/i-ROOF・2P・防火仕様×2箇所

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 

FRP防水合板下地 繊維混入ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 12mm（NM-8578）

ｽﾚｰﾄ葺(NM-9567)

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張 15mm 通気工法

※必要に応じ配線・配管等の設備ｽﾍﾟｰｽを設ける場合がございます。設備ｽﾍﾟｰｽを設ける場合、天井高・壁厚などが変更になる場合がございます。

作成年月日

更新日

工事名

図面名 縮尺

基準法中間検査有

一級建築士 国土交通大臣登録 第308574号 島田 弘一
株式会社 プラス建築設計 一級建築士事務所

ｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰ 板橋区大山金井町 新築工事

1/100立面図

2025.04.03
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※必要に応じ配線・配管等の設備ｽﾍﾟｰｽを設ける場合がございます。設備ｽﾍﾟｰｽを設ける場合、天井高・壁厚などが変更になる場合がございます。

作成年月日

更新日

工事名

図面名 縮尺

基準法中間検査有

一級建築士 国土交通大臣登録 第308574号 島田 弘一
株式会社 プラス建築設計 一級建築士事務所

ｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰ 板橋区大山金井町 新築工事

-1/100断面図
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2,854

454

2,919

2,709

60

断
熱

材
下

端

79

105

▽
2S

L

2,815

515CH=2,250～

2,518

268

8,690

2,855

2,750

2,596

2,491

8,690

8,156

(
軒

ｾ
ﾞ
ﾛ
)

2
0
0

1
0
0

(
樋

)

通気層
30

水上ﾖﾘ1,100以上

▽
水

上

(外
壁

)

(外
壁

同
様
の

仕
上

)

※
使

用
す

る
強

化
石

膏
ボ
ー

ド
は

、
ボ

ー
ド

用
原

紙
を

除
い

た
部

分
の

せ
っ

こ
う
の
含
有
率
が

9
5
％
以
上

　
ガ

ラ
ス

繊
維

の
含

有
率
が

0
.
4
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

 
か

つ
 
ひ

る
石

の
含

有
率

が
2
.
5
％
以
上
の

も
の
に
限
る

断
熱

材
仕

様

熱
伝
導
率

熱
抵
抗
値

部
位

断
熱
材

の
種
類

※
断

熱
材

は
通

気
層

を
設

け
屋

根
面

に
設

置

断
熱

材
充

填

注
：

垂
木

・
母

屋
等

建
材

の
下

部
も

断
熱

材
を

充
填

す
る

断
熱

材
充

填

壁 そ
の
他
の
床

外
気
に
接
す
る
床

そ
の
他
の
土
間
床
等
の
外
周
部

外
気
に
接
す
る
土
間
床
等
の
外

周
部

A種
押

出
法

ﾎﾟ
ﾘｽ
ﾁﾚ

ﾝﾌ
ｫｰ

ﾑ3
種

b(
ﾀﾞ

ｳ化
工

/ｽ
ﾀｲ

ﾛｴ
ｰｽ

Ⅱ
) 

ｱ)
25

mm

高
性

能
ｸﾞ
ﾗｽ

ｳｰ
ﾙ1

4K
(旭

ﾌｧ
ｲﾊ

ﾞｰ
ｸﾞ

ﾗｽ
/ｱ

ｸﾘ
ｱN

EX
T)
 ｱ
)9

0m
m

A種
押

出
法

ﾎﾟ
ﾘｽ
ﾁﾚ

ﾝﾌ
ｫｰ

ﾑ3
種

b(
ﾀﾞ

ｳ化
工

/ｽ
ﾀｲ

ﾛｴ
ｰｽ

Ⅱ
) 

ｱ)
25

mm

高
性

能
ｸﾞ
ﾗｽ

ｳｰ
ﾙ1

4K
(旭

ﾌｧ
ｲﾊ

ﾞｰ
ｸﾞ

ﾗｽ
/ｱ

ｸﾘ
ｱN

EX
T)
 ｱ
)9

0m
m

高
性

能
ｸﾞ
ﾗｽ

ｳｰ
ﾙ2

4K
(旭

ﾌｧ
ｲﾊ
ﾞｰ

ｸﾞ
ﾗｽ
/ｱ

ｸﾘ
ｱU
ﾎﾞ
ｰﾄ

ﾞﾋ
ﾟﾝ

ﾚｽ
 又

は
Uﾎ

ﾞｰ
ﾄﾞ
NT

) 
ｱ)

80
mm

高
性

能
ｸﾞ
ﾗｽ

ｳｰ
ﾙ2

4K
(旭

ﾌｧ
ｲﾊ
ﾞｰ

ｸﾞ
ﾗｽ
/ｱ

ｸﾘ
ｱU
ﾎﾞ
ｰﾄ

ﾞﾋ
ﾟﾝ

ﾚｽ
 又

は
Uﾎ

ﾞｰ
ﾄﾞ
NT

) 
ｱ)

12
0m

m

2.
2

0.
02
8以

下
0.
02
5÷

0.
02
8＝

0.
89

0.
03
6以

下

0.
03
8以

下
2.

4

0.
03
8以

下
2.

4

0.
02
8以

下
0.
02
5÷

0.
02
8＝

0.
89

3.
3

0.
03
6以

下

屋
根
①
(勾

配
屋
根
) 
屋

根
②
(ﾙ

ｰﾌ
ﾊﾞ
ﾙｺ
ﾆｰ

)

軒
先
板

金
：

ﾄ
ｰ
ｺ
ｰ
/
ｴ
ｱ
ｰ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
(
不

燃
材

)

洋
　

室

強
化
P
B
　
t
=
2
1

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

強
化
P
B
　
t
=
2
1

壁
(
外
壁
屋

内
側
)
：

構
造

用
面

材
(
ﾉ
ﾎ
ﾞ
ﾊ
ﾟ
ﾝ
)
 
t
=
9

　
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
2
2
K
g

　
垂

木
 
4
5
×

6
0

　
野

地
板

(
構

造
用

合
板

)
 
t
=
1
2

通
気

層
 
t
=
3
0

強
化
P
B
　
t
=
2
1

強
化
P
B
　
t
=
2
1

構
造
用
合
板
 
t
=2
4

ﾌ
ﾛ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
 
t
=
1
2

床
(
表
側
)
：

強
化
P
B
　
t
=
2
1

強
化
P
B
　
t
=
2
1

構
造
用
合
板
 
t
=2
4

ﾌ
ﾛ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
 
t
=
1
2

床
(
表
側
)
：

Ｌ
Ｄ

Ｋ

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

天
井
(屋

根
直
下
の
天
井
)：

強
化

P
B
　
t
=
1
2.
5

強
化
P
B
　
t
=
1
5.
0

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

強
化
P
B
　
t
=
2
5.
0

強
化
P
B
　
t
=
2
1.
0

PB
張
上

PB
張
上

※
洗

面
室

床
は

構
造
用
合

板
(特

類
又

は
1類

)下
地
と

す
る

強
化
P
B
　
t
=
2
1

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

強
化
P
B
　
t
=
2
1

壁
(
間
仕
切
壁
)
：

※
洗
面

室
壁

は
耐

水
PB

下
地

と
す

る

天
井
(床

裏
側
)：

強
化

P
B
　

t
=
2
1

強
化

P
B
　

t
=
2
1

窯
業

ｻ
ｲ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
 
t
=
1
5

外
壁

：

透
湿

防
水

シ
ー

ト

※
耐

水
PB

と
す

る

通
気
胴

縁
 
t
=
1
5
以

上
(
通

気
工

法
)

構
造
用
合
板
 
t
=2
4

※
地

盤
面

よ
り

１
ｍ

は
防

腐
防

蟻
処

理
剤

を
塗

布

又
は

木
材

保
存

協
会

の
認

定
品

と
す

る
処

理
剤

は
公

益
社

団
法

人
日

本
し

ろ
あ

り
対

策
協

会

150

50 100

土
台

:
1
0
5
×

1
0
5

(K
3相

当
以
上
の
防
腐
･防

蟻
処
理
材
)

※
基
礎

詳
細
は
構
造
図
に

よ
る

防
湿
ﾎ
ﾟ
ﾘｴ
ﾁ
ﾚ
ﾝ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾑ
0
.
1
m
m
以
上

鋼
製
束

大
引

1,000

土
台

水
切

※
床
下
点
検
口
蓋
に
も
耐
火
被
覆
を
用
い
る

強
化
P
B
　
t
=
2
1

強
化
P
B
　
t
=
2
1

床
：

ﾌ
ﾛ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
 
t
=
1
2

洋
　

室

強
化
P
B
　
t
=
2
1

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

強
化
P
B
　
t
=
2
1

壁
(
間
仕
切
壁
)
：

有
効
換
気
面
積
75
cm
2/
m以

上

基
礎

パ
ッ

キ
ン

屋
根

：
ｽ
ﾚ
ｰ
ﾄ
葺

(
N
M
-
9
5
6
7
)

屋
根
勾
配
は
立
面
図
に

よ
る

強
化
P
B
　
t
=
2
1

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
貼

強
化
P
B
　
t
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2
1

壁
(
間
仕
切
壁

)
：

床
暖
房
(
電

気
式
)
　
t
=
1

120以上

防水立上

1
/
5
0
勾

配

PB
張
延
ば
し

PB
被
覆

250以上

PB
被
覆

構
造

用
面

材
(
ﾉ
ﾎ
ﾞ
ﾊ
ﾟ
ﾝ
)
 
t
=
9

窯
業

ｻ
ｲ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
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1
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ﾞ
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1
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P
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3
90

5
15▽UB設置面

▽UBFL

24
0

UB受梁 105×150

梁

▽2FL

2
5
3

△SL-240

防火被覆厚42mm以上
(告示1399 第３･三･ホ)

(告示1399 第１･七･ハ)
防火被覆厚42mm以上

(告示1399 第１･七･ハ)
防火被覆厚42mm以上

(告示1399 第１･三･ト)
防火被覆厚42mm以上 (告示1399 第２･四･へ)

防火被覆厚46mm以上

(告示1399 第３･三･ホ)
防火被覆厚42mm以上

(告示1399 第３･三･ホ)
防火被覆厚42mm以上

(告示1399 第３･三･ホ)
防火被覆厚46mm以上

(告示1399 第３･三･ホ)
防火被覆厚46mm以上

(告示1399 第４･四･ホ)
防火被覆厚46mm以上

(告示1399 第４･四･ホ)
防火被覆厚46mm以上

※ 外部サッシは大臣認定の防火設備とする

　 ガラス繊維の含有率が0.4パーセント以上 かつ ひる石の含有率が2.5％以上のものに限る

※ 使用する強化石膏ボードは、ボード用原紙を除いた部分のせっこうの含有率が95％以上

※ その他詳細は「木造建築物の防･耐火設計マニュアル」に準拠する

　 また、取合の部分の裏面に当て木を設ける。

屋根・屋根直下の天井 外壁

屋外側 屋内側

間仕切壁

柱

柱

床

※UBを含む
※UBを含む

柱(独立柱)

柱

段板の裏側

(屋外側･屋内側共)
ササラ桁の外側

蹴込

踏面

梁

※UBを含む

※UBを含む

階段

桁
断熱材(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ)

断熱材(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ)

梁

梁

△CL

梁

UB床

床の被覆
梁の被覆

梁

床(玄関ﾎﾟｰﾁ等の軒裏・ﾊﾞﾙｺﾆｰ床)

←石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(桁まで張る)

強化PB　t=12.5
強化PB　t=15.0

強化PB　t=21

(構造用面材)
強化PB　t=21

(ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ)

強化PB　t=21
強化PB　t=21
(ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ)

強化PB　t=21
強化PB　t=21
(ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ)

窯業ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 通気工法

強化PB　t=21
(ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ)

強化PB　t=25

(ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ)

強化PB　t=15.0
強化PB　t=12.5

強化PB　t=21
強化PB　t=21

(仕上材：段板)

(仕上材：蹴込板等)

天井(床裏側)

(ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ)

強化PB　t=25.0
強化PB　t=21.0

強化PB　t=21
強化PB　t=21
(構造用合板)

床(表側)

(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ又は床暖房)

強化PB　t=15.0

強化PB　t=15.0

強化PB　t=12.5

強化PB　t=12.5

木下地の階段

強化PB　t=25.0
強化PB　t=21.0
窯業ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張

強化PB　t=21
強化PB　t=21
(構造用合板)

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=12(NM-8578）
(合板下地)
FRP防水(DR-0212）

床(表側)

天井(床裏側)

強化PB　t=21
(ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ)

強化PB　t=25

強化PB　t=21
強化PB　t=21
(構造用合板) 強化PB　t=21

強化PB　t=25

左記同

ｽﾚｰﾄ葺(NM-9567)

(告示1399 第５･七)
防火被覆厚27mm以上

(告示1399 第６･五)

防火被覆厚42mm以上
(告示1399 第１･五･ハ)

(告示1399 第６･五)

(告示1399 第６･五)
防火被覆厚27mm以上

防火被覆厚27mm以上

防火被覆厚27mm以上

作成年月日

更新日

工事名

図面名 縮尺

基準法中間検査有

一級建築士 国土交通大臣登録 第308574号 島田 弘一
株式会社 プラス建築設計 一級建築士事務所

ｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰ 板橋区大山金井町 新築工事

--耐火リスト・詳細図 ①
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1m 1m

外壁開口部(横断面)

サッシ(防火設備)

屋外側

屋内側

ダクト配管

開口面積：100㎝ 2超

ﾀﾞｸﾄ(鋼製)

△CL

ﾀﾞｸﾄ(鋼製)

△CL

開口面積：100㎝ 2以下

100㎝2以下 100㎝2超

配線･配管の 床･壁貫通部

屋内側屋外側

サッシ(防火設備)

屋内側屋外側

サッシ(防火設備)

屋外側
屋内側

換気扇等

100ΦSVC
又は150ΦFD

外壁開口部(縦断面)

ﾊﾟｲﾌﾟ
(給水管･配電管･その他管)

不燃材で造る
両側1mの範囲は

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

※屋外側と屋内側の耐火被覆材を連続させる
(ｻｯｼ・ｼｬｯﾀｰ・庇等 外壁付帯物の取付部で被覆を欠き込まない)

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

※耐火被覆材を連続させる

耐火構造の被覆材

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K以上
t=50以上
不燃性断熱材

※屋外側と屋内側の耐火被覆材を連続させる
(ｻｯｼ・ｼｬｯﾀｰ・庇等 外壁付帯物の取付部で被覆を欠き込まない)

ｼｬｯﾀｰ

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

ﾓﾙﾀﾙ等:ﾓﾙﾀﾙ･ｸﾞﾗｽｳｰﾙなどの不燃材料

耐火構造の被覆材

配管との隙間が生じる場合は
ﾓﾙﾀﾙ等を充填する

作成年月日

更新日

工事名

図面名 縮尺

基準法中間検査有

一級建築士 国土交通大臣登録 第308574号 島田 弘一
株式会社 プラス建築設計 一級建築士事務所

ｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰ 板橋区大山金井町 新築工事

--耐火リスト・詳細図 ②
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30mm以上離す

配線 配線

配線

内部建具(縦断面)

内部建具(横断面) 照明器具(天井埋込)

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ
照明器具本体(鋼製)

建具

照明器具(天井直付)

下地材

ﾛｰｾﾞｯﾄ ﾛｰｾﾞｯﾄ

下地材

開口面積：100㎝ 2未満

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ(鋼製)

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ・ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ・分電盤等

建具

▽FL

開口面積：200㎝ 2以上

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ(鋼製)

開口面積：200㎝ 2未満

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ(鋼製)

柱･間柱等

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ(鋼製)ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ(鋼製)

取付用ｽﾃｰ(鋼製)

柱･間柱等

耐火構造の被覆材

※耐火被覆材を連続させる

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

※耐火被覆材を連続させる

耐火構造の被覆材

不燃材料で充填する
配線穴空け部分の隙間を

耐火構造の被覆材

不燃材料で充填する
配線穴空け部分の隙間を

又は同等以上の不燃材料
PB t=12.5以上

耐火構造の被覆材

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K以上

不燃性断熱材

不燃材料で充填する
配線穴空け部分の隙間を

t=30以上

耐火構造の被覆材

耐火構造の被覆材

※耐火被覆材を連続させる

耐火構造の被覆材

不燃材料で充填する
配線穴空け部分の隙間を

耐火構造の被覆材

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K以上
t=50以上
不燃性断熱材

不燃材料で充填する
配線穴空け部分の隙間を

又は耐火被覆材

不燃材料

又は同等以上の不燃材料
PB t=12.5以上

又は耐火被覆材

不燃材料

※耐火被覆材を連続させる

作成年月日

更新日

工事名

図面名 縮尺

基準法中間検査有

一級建築士 国土交通大臣登録 第308574号 島田 弘一
株式会社 プラス建築設計 一級建築士事務所

ｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰ 板橋区大山金井町 新築工事

--耐火リスト・詳細図 ③
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